
地
化
。
全
国
の
分
店
に
販
売
員
、集
金
人
、

「
女
教
師
」
を
配
し
、
ア
メ
リ
カ
式
生
活

ス
タ
イ
ル
の
流
入
を
後
押
し
す
る
。
一
九

二
〇
年
代
は
じ
め
に
は
、
日
本
の
ミ
シ
ン

業
界
で
は
す
で
に
無
敵
の
存
在
だ
っ
た
。

　

結
局
、
第
二
次
大
戦
を
は
さ
ん
で
、
二

〇
世
紀
の
社
会
・
経
済
的
、
文
化
的
な
変

容
の
す
べ
て
を
、
ミ
シ
ン
は
見
て
い
た
こ

と
に
な
る
―
―
の
ち
の
国
産
ミ
シ
ン
の
隆

盛
、
既
製
服
の
席
巻
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の

台
頭
に
い
た
る
ま
で
。

　

著
者
は
日
本
の
政
治
経
済
史
、
労
働
問

題
に
く
わ
し
い
歴
史
家
。
ミ
シ
ン
に
出
会

っ
た
の
は
、
生
産
者
や
官
僚
な
ど
、
男
性

中
心
の
歴
史
か
ら
、
中
流
階
級
の
歴
史
、

消
費
者
か
ら
見
た
物
語
に
目
を
転
じ
た
こ

ろ
だ
っ
た
。
そ
し
て
斬
新
な
視
点
に
立
っ

た
画
期
的
な
歴
史
書
が
誕
生
す
る
。

　

二
〇
一
一
年
秋
、
英
語
版
の
出
版
と
呼

応
す
る
か
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
は
じ

ま
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
著
者
は
こ
の
本
を

〝「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
歴
史
家
版
〟
と

紹
介
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催　

昭
和
女
子
大
学

主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム《「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

と
そ
の
時
代
―
―
ミ
シ
ン
が
変
え
た
女
性

の
暮
ら
し
》。
八
月
三
日
、
東
京
・
昭
和

女
子
大
学
。
出
席
者
（
敬
称
略
）
Ａ
・
ゴ

ー
ド
ン
、
コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、
城
谷
厚
司
（「
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
」
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
坂
東
眞

理
子
（
昭
和
女
子
大
学
学
長
）。
問
合
せ

先　

同
大
学
学
長
補
佐
担
当g-event@

swu.ac.jp

。
詳
細
は
小
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://www.m
sz.co.jp

［
社
会
経
済
史
、

服
飾
史
、
女
性
史
］【
七
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
・
416
頁
・
予
価
三
三
六
〇
円
）

  

一
九
五
〇
年
代
の
は
じ
め
、
日
本
の
都

市
部
で
は
、
な
ん
と
既
婚
女
性
は
毎
日
二

時
間
以
上
も
縫
い
も
の
を
し
て
い
た
。
著

者
は
こ
の
数
字
に
び
っ
く
り
し
、
そ
の
謎

を
解
こ
う
と
し
て
、
本
書
は
生
ま
れ
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
女
性
・
婦
人
雑
誌
に
は
付

録
に
洋
服
の
型
紙
が
つ
き
、
急
速
に
売

り
上
げ
部
数
を
伸
ば
し
て
い
た
。「
中
流
」

意
識
が
膨
張
し
は
じ
め
、
消
費
社
会
の
繁

栄
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
た
。

　

時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
日
本
の
家
庭

に
最
初
に
入
っ
た
ミ
シ
ン
は
、
ジ
ョ
ン
万

次
郎
が
母
親
に
買
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ

し
て
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

シ
ン
ガ
ー
社
が
世
界
初
の
成
功
し
た
多
国

籍
企
業
と
し
て
、
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
経
験

の
蓄
積
を
持
ち
こ
む
。
彼
ら
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
家
庭
用
ミ
シ
ン
の
利
用
者
だ
っ
た
。

　

シ
ン
ガ
ー
の
販
売
戦
略
は
徹
底
し
た
現
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吉
見
俊
哉

ミシンに見入る幕府派遣使節団
の一行（ワシントンDC,1860 年）

“歴史家版「カーネーション」”
アンドルー・ゴードン

《ミシンと日本の近代　消費者の創出》
大島かおり訳

　

ひ
ど
く
断
片
的
な
記
憶
な
の
だ
が
、
半

世
紀
以
上
前
、
ま
だ
子
供
だ
っ
た
頃
、
母

が
使
っ
て
い
た
ミ
シ
ン
で
よ
く
遊
ん
で
い

た
覚
え
が
あ
る
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
シ
ン
ガ

ー
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
が
、
家

の
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
た
か
は
覚
え
て
い

な
い
。
た
だ
、
私
は
小
さ
な
体
を
踏
み
台

と
ミ
シ
ン
本
体
の
間
に
潜
り
込
ま
せ
、
体

の
重
心
を
揺
ら
し
て
シ
ー
ソ
ー
の
よ
う
に

台
が
動
く
の
を
楽
し
ん
で
い
た
。
当
時
の

ミ
シ
ン
は
鉄
製
で
相
当
に
重
量
感
が
あ

り
、
体
を
揺
ら
す
と
ゆ
っ
く
り
機
械
が
動

く
感
覚
が
今
も
痕
跡
的
に
体
に
残
っ
て
い

る
。
や
が
て
中
学
生
に
な
る
頃
、
古
い
家

は
建
て
替
え
ら
れ
、
新
し
い
ミ
シ
ン
は
ダ

イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
に
置
か
れ
た
が
、
今

度
は
ず
っ
と
小
型
の
電
動
式
だ
っ
た
。
キ

ッ
チ
ン
の
壁
の
戸
棚
に
き
っ
ち
り
収
ま
っ

て
し
ま
う
そ
れ
は
、
私
が
小
さ
い
頃
に
感

じ
て
い
た
特
別
な
存
在
感
を
失
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
、
こ
う
し
た
例

は
ご
く
あ
り
き
た
り
な
も
の
で
、
誰
し
も

経
験
し
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
、
か
つ
て
ミ
シ
ン
は
私
た
ち
の
生

活
に
身
近
だ
っ
た
。
本
書
は
こ
の
身
近
さ

の
背
後
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
、

戦
時
と
経
済
成
長
、
洋
装
と
和
装
、
近
代

生
活
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
階
層
を
め
ぐ
る
力
学
が
集
中
し
て
い
た

こ
と
を
鮮
や
か
に
教
え
て
く
れ
る
。
ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
よ
り
も
、
洗
濯
機
や
冷
蔵
庫

の
よ
う
な
家
電
製
品
よ
り
も
前
に
、
ミ
シ

ン
は
私
た
ち
の
家
庭
生
活
に
初
め
て
導
入

さ
れ
た
近
代
的
機
械
技
術
だ
っ
た
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
決
し
て
技
術
的
先

端
性
や
効
率
性
だ
け
で
は
社
会
化
さ
れ
な

い
。
ミ
シ
ン
が
人
々
の
日
常
に
深
く
浸
透

し
て
い
く
際
、
先
駆
け
と
な
っ
た
シ
ン
ガ

ー
社
が
採
用
し
た
の
が
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
店
舗
と
大
量

の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
（
外
交
員
）、
月
賦
販

売
に
よ
る
売
り
込
み
だ
っ
た
。
本
書
が
示

す
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ー
社
は
こ
の
方
式
を

世
界
標
準
と
し
て
広
め
て
い
っ
た
最
初
の

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
っ
た
。
や
が
て
こ
の

方
式
は
、
一
方
で
は
ブ
ラ
ザ
ー
や
蛇
の
目

の
よ
う
な
国
産
の
ミ
シ
ン
産
業
、
松
下
の

よ
う
な
家
電
メ
ー
カ
ー
や
楽
器
産
業
に
よ

っ
て
引
き
継
が
れ
、
ロ
ー
カ
ル
化
さ
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
「
日
本
的
」
な

の
だ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
販
売

方
式
の
原
点
が
、
シ
ン
ガ
ー
・
ミ
シ
ン
の

世
界
戦
略
の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
シ
ン
ガ
ー
が
革
新
的
な
販
売

方
式
に
よ
っ
て
日
本
市
場
で
独
占
的
地
位

を
築
い
て
も
、
女
性
た
ち
の
日
常
の
服
装

が
和
装
か
ら
洋
装
へ
大
転
換
と
遂
げ
て
い

か
な
い
限
り
、
そ
も
そ
も
の
ミ
シ
ン
市
場

の
拡
大
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
和
服
を
縫

っ
た
り
繕
っ
た
り
す
る
に
は
、
ミ
シ
ン
と

い
う
機
械
は
不
適
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
本

書
は
、
ミ
シ
ン
が
近
代
日
本
人
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
和
装
と
洋
装
、
さ
ら

に
洋
装
で
も
工
場
生
産
さ
れ
た
衣
服
の
購

買
で
は
な
く
、
布
地
を
パ
タ
ー
ン
に
し
た

が
っ
て
縫
い
上
げ
て
い
く
洋
裁
の
普
及
と

不
可
分
に
絡
ま
り
あ
っ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。
技
術
の
歴
史
が
、
一

方
で
は
世
界
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
方

式
と
、
他
方
で
は
人
々
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の

変
容
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
の
変
化
、「
西

洋
」
と
「
日
本
」
の
新
た
な
る
区
分
の
発

明
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
結
び
つ
い
て
い
た

こ
と
を
、
具
体
的
事
例
か
ら
明
ら
か
に
し

て
い
く
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
叙
述
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
和
装
か
ら
洋
装
へ
の
大
転

換
が
、
文
明
開
化
や
モ
ダ
ン
生
活
の
浸
透

と
と
も
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
九
三
〇

年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
つ
ま
り

総
力
戦
体
制
下
、
国
民
が
こ
ぞ
っ
て
戦
時

に
向
け
て
動
員
さ
れ
る
中
で
生
じ
た
こ
と

を
本
書
は
見
抜
く
。「
戦
時
近
代
性
」
の

有
無
を
言
わ
せ
ぬ
「
近
代
」
へ
の
動
員
の

中
で
、
女
性
た
ち
は
そ
れ
ま
で
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
和
装
の
習
慣
を
捨
て
、
最
初
は

モ
ン
ペ
に
代
表
さ
れ
た
よ
り
「
合
理
的
」

で
「
機
能
的
」
な
ス
タ
イ
ル
へ
と
転
換
し

て
い
っ
た
。
こ
の
転
換
は
、
戦
後
の
ワ
ン

ピ
ー
ス
の
流
行
や
ミ
シ
ン
の
爆
発
的
な
普

及
に
と
っ
て
不
可
欠
の
前
提
だ
っ
た
。

　

本
書
の
複
眼
的
な
視
座
は
、
さ
ら
に
こ

の
和
装
か
ら
洋
装
へ
の
大
転
換
が
、
ミ
シ

ン
の
生
産
と
普
及
シ
ス
テ
ム
の
国
産
化
、

つ
ま
り
シ
ン
ガ
ー
社
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ

た
世
界
標
準
方
式
を
ブ
ラ
ザ
ー
や
蛇
の
目

の
よ
う
な
国
産
企
業
が
取
り
入
れ
、「
日

本
化
」
さ
せ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
同
時
的

だ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
近
代
性
は
、
一
見
、

「
和
」
か
ら
「
洋
」
へ
の
転
換
で
あ
り
な

が
ら
、同
時
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
か
ら
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
」
へ
の
転
換
で
も
あ
っ
た
。

　

近
代
と
は
、
重
層
的
に
矛
盾
を
孕
ん
だ

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
の
複
雑
性
は
、
ミ

シ
ン
が
近
代
資
本
主
義
の
中
の
女
性
の
主

体
性
に
つ
い
て
果
た
し
た
両
義
的
役
割
に

も
当
て
は
ま
る
。
本
書
が
看
破
す
る
よ
う

に
、
ミ
シ
ン
の
大
衆
的
普
及
は
、
一
方
で

は
近
代
産
業
機
械
が
家
庭
に
ま
で
持
ち
込

ま
れ
、
女
性
た
ち
の
労
働
が
生
産
体
制
に

組
み
込
ま
れ
て
い
く
過
程
だ
っ
た
の
だ

が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
女
性
が
自
ら
の
工

夫
に
お
い
て
、
機
械
技
術
を
取
り
入
れ
な

が
ら
服
飾
文
化
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
主
体
に

な
っ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
シ
ン
ガ

ー
裁
縫
女
学
院
を
卒
業
し
た
女
性
ミ
シ
ン

指
導
員
か
ら
戦
後
の
洋
裁
学
校
と
ミ
シ
ン

の
爆
発
的
普
及
ま
で
、
著
者
は
こ
の
両
義

性
を
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
頃
か
ら
、
技
術
の
社
会

的
構
築
と
い
う
観
点
か
ら
技
術
史
と
社
会

史
を
結
ぶ
様
々
な
革
新
的
な
研
究
が
世
に

出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
代
社
会
は
何
重

に
も
織
り
上
げ
ら
れ
た
技
術
社
会
で
あ

り
、
そ
の
成
り
立
ち
を
技
術
の
社
会
的
構

築
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
し
な
が
ら
捉
え
る
こ

と
は
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
。
そ
の
よ
う

な
流
れ
と
近
現
代
の
日
本
史
研
究
を
結
び

つ
つ
、
本
書
は
ミ
シ
ン
と
い
う
具
体
的
な

モ
ノ
に
あ
く
ま
で
こ
だ
わ
り
、
そ
れ
が
近

現
代
の
歴
史
的
文
脈
に
深
く
分
け
入
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
の
を
実
証
し
て
い
る
。

同
様
の
研
究
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
カ

メ
ラ
か
ら
テ
レ
ビ
ま
で
多
様
な
技
術
で
可

能
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
先
導
さ
れ
て
、
今

後
、
日
本
で
も
そ
う
し
た
新
し
い
技
術
社

会
史
研
究
が
次
々
に
結
実
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

（
よ
し
み　

し
ゅ
ん
や　

社
会
学
・

文
化
研
究　

東
京
大
学
教
授
）
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み
す
ず
書
房
新
刊
（

2013
・
1
～
５
）

ペ
ン
ト
ラ
ン
ド　

Ｍ
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
の
先
覚
的

研
究
が
切
り
拓
く
、
人
間
の
意
思
伝
達
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
未
来
。 

柴
田
訳   

安
西
解
説　

二
七
三
〇
円

バ
ー
ネ
ッ
ト 

『
小
公
子
』の
作
者
が
早
世
し
た
愛
息

へ
の
想
い
を
こ
め
て
紡
い
だ
幻
想
的
な
表
題
作
に
、

初
邦
訳
の
三
篇
を
付
す
。
中
村
妙
子
訳
二
九
四
〇
円

若
江
漢
字
／
酒
井
忠
康   

伝
説
的
な
前
衛
芸
術
家
の

素
顔
に
迫
っ
た
美
術
家
と
顚
末
を
見
守
っ
た
旧
知
の

批
評
家
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。 

四
四
一
〇
円

栩
木
伸
明　

シ
ン
グ
『
ア
ラ
ン
島
』
の
名
訳
者
が
ダ

ブ
リ
ン
の
街
角
等
で
見
つ
け
た
「
モ
ノ
」
達
か
ら
彼

の
国
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
紀
行
文
集
。
三
七
八
〇
円

鳥
飼
玖
美
子　

同
時
通
訳
者
と
し
て
の
活
躍
、
英
語

教
育
最
前
線
で
の
奮
闘
、
通
訳
翻
訳
学
樹
立
へ
の
情

熱
。
挑
戦
の
軌
跡
を
た
ど
っ
た
自
伝
。
二
九
四
〇
円

多
田
隆
治　

さ
ま
ざ
ま
な
時
間
ス
ケ
ー
ル
で
気
候
変

動
を
繰
り
返
す
動
的
な
地
球
像
を
描
出
し
、
来
る
べ

き
環
境
危
機
の
本
質
に
迫
る
名
講
義
。
二
五
二
〇
円

福
沢
諭
吉
書
簡
22
通
は
じ
め
、
前
島
密
、
牧
野
伸

顕
、
益
田
孝
、
松
方
正
義
な
ど
198
名
・
808
通
。
早
稲

田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編　

一
二
六
〇
〇
円

野
見
山
暁
治　

九
十
歳
を
超
え
て
な
お
隆
々
た
る
画

家
／
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
が
描
く
出
会
い
と
別
れ
。
鮮
や

か
に
よ
み
が
え
る
十
九
篇
の
肖
像
画
。
二
九
四
〇
円

東
京
・

文
京
・

本
郷
５

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
込
で
す
）

気
候
変
動
を
理
学
す
る

古
気
候
学
が
変
え
る
地
球
環
境
観

サ
ン
ダ
ー
ス　
「
美
」と「
真
実
」は
い
か
に
人
間
に
関

わ
る
か
。
臨
床
記
述（
夢
）を
素
材
に
、
概
念
へ
の

理
解
を
深
め
る
。
中
川
慎
一
郎
監
訳　

三
七
八
〇
円

田
中
眞
澄   

児
童
書
再
読
か
ら
「
日
々
の
糧
」
古
本

行
脚
ま
で
。
映
画
・
文
化
史
家
が
縦
横
に
綴
っ
た
読

書
の
け
も
の
み
ち
。
稲
川
方
人
解
説　

二
九
四
〇
円

濱
田
武
士　

経
済
一
辺
倒
の
社
会
に
人
の
「
な
り
わ

い
」
を
と
り
戻
す
。
漁
業
を
再
生
し
、
自
然
・
集
落
・

食
文
化
を
守
る
た
め
の
漁
業
経
済
学
。
三
一
五
〇
円

黒
沢
文
貴　

裕
仁
親
王
の
結
婚
を
め
ぐ
る
「
宮
中
某

重
大
事
件
」
は
じ
め
、
浜
口
雄
幸
、
田
中
義
一
な
ど

人
物
群
像
か
ら
見
る
時
代
の
真
の
姿
。
四
二
〇
〇
円

カ
ー
ラ
ン
／
ア
ペ
ル　

人
間
心
理
の
欠
点
を
回
避
す

る
手
法
を
多
数
盛
り
込
み
、
開
発
経
済
学
の
今
を
や

さ
し
く
紹
介
。
清
川
訳　

澤
田
解
説　

三
一
五
〇
円

漁
業
と
震
災

坪
井
睦
子　

偏
向
報
道
の
陥
穽
を
翻
訳
の
視
点
か
ら

浮
彫
に
し
た
問
題
提
起
の
書
。
国
際
報
道
に
お
け
る

翻
訳
の
不
可
視
性
と
政
治
性
に
挑
む
。
六
八
二
五
円

ギ
ル
ボ
ア　

ミ
ク
ロ
経
済
学
、
ゲ
ー
ム
理
論
、
意
思

決
定
理
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
平
易
な
言
葉
で
語
る
経

済
学
か
ら
の
贈
り
物
。
松
井
彰
彦
訳　

三
三
六
〇
円

深
野
稔
生   

一
ノ
倉
沢
、
屏
風
岩
、
冬
の
穂
高
や
剱

岳
の
初
登
攀
者
。
帝
大
生
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
。
昭
和

初
年
代
の
天
才
ク
ラ
イ
マ
ー
の
肖
像
。
二
九
四
〇
円

ダ
ニ
エ
ル
・
ラ
ノ
ワ　

Ｕ
２
、
デ
ィ
ラ
ン
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
が
、
演
奏
・
録
音
の
秘
密
と
自
身
の
音
楽

哲
学
を
全
公
開
。
鈴
木
コ
ウ
ユ
ウ
訳　

三
九
九
〇
円

ジ
ャ
ネ　

フ
ロ
イ
ト
と
並
ぶ
精
神
医
学
の
祖
が
無
意

識
を
発
見
し
、
心
理
学
と
い
う
新
し
い
学
問
に
結
実

さ
せ
た
歴
史
的
名
著
。
松
本
雅
彦
訳　

七
三
五
〇
円

井
上
義
夫　

精
緻
な
作
品
分
析
に
よ
っ
て
、
神
話
の

解
体
か
ら
存
在
の
闇
を
照
射
す
る
。
伝
記
を
批
判
的

検
証
し
た
第
一
級
の
作
家
・
作
品
論
。
四
四
一
〇
円

生
死
を
超
え
た
交
感
の
ド
ラ
マ

《
エ
イ
ズ
の
起
源

》

ロ
レ
ン
ス
游
歴

正
直
シ
グ
ナ
ル

非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
科
学

大
戦
間
期
の
宮
中
と
政
治
家

〈
大
人
の
本
棚

〉

白
い
人
び
と  

ほ
か
短
篇
と
エ
ッ
セ
ー

ゴ
ー
ド
ン　

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
大
幅
に
改
訂
増
補
、

ア
ジ
ア
の
視
点
を
強
化
し
て
、
三
・
一
一
以
後
ま
で

を
あ
ら
た
に
論
じ
る
。
森
谷
文
昭
訳　

三
七
八
〇
円

体
験
者
の
生
の
声
と
資
料
に
よ
る

《
さ
ま
よ
う
魂
が
め
ぐ
り
あ
う
と
き

》

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
チ
ェ
ン 

               

辻 

由
美
訳

幻
の
国
を
も
と
め
て

日
本
の

200
年  

上

戦
後
史
の
中
の
英
語
と
私

ジ
ャ
ッ
ク
・
ペ
パ
ン

山
本
太
郎
訳

　

近
年
で
は
治
療
薬
の
開
発
も
著

し
い
が
、
二
〇
世
紀
後
半
以
降
最

悪
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
も
た
ら
し

た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
た

の
か
。
本
書
は
そ
の
最
も
核
心
に

迫
っ
た
決
定
版
で
あ
る
。

　

発
端
は
植
民
地
時
代
の
中
部
ア

フ
リ
カ
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
が
一
握
り
の
狩
人

に
感
染
し
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
な
る
。
そ
れ

は
植
民
地
医
療
政
策
下
で
の
大
量

の
注
射
、
そ
し
て
売
春
に
よ
っ
て

   

ワ
シ
ン
ト
ン
州
ベ
ル
ビ
ュ
ー
の

日
系
ア
メ
リ
カ
人
社
会
の
誕
生
、

発
展
、崩
壊
ま
で
の
経
緯
を
追
う
。

豊
富
な
歴
史
資
料
を
丁
寧
に
繙

き
、
体
験
者
の
詳
細
な
証
言
を
紹

介
し
た
希
少
な
一
冊
。

　

日
系
ア
メ
リ
カ
人
強
制
収
容
に

つ
い
て
は
、
山
崎
豊
子
の
『
二
つ

の
祖
国
』、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
『
99
年
の

愛
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）な
ど
、
小
説
や
ド
ラ

マ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
体
験
者
の
生
の
声
と
資
料

に
よ
る
文
献
は
少
な
い
。

　

本
書
は
、
ご
く
普
通
の
日
系
人

の
証
言
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
埋

も
れ
た
日
系
人
の
姿
を
赤
裸
々
に

浮
彫
と
す
る
。
様
々
な
歴
史
資
料

を
参
照
し
、
強
制
収
容
が
ど
の
よ

う
な
文
化
・
社
会
・
政
治
的
な
背

景
の
も
と
に
起
き
た
の
か
に
つ
い

て
、
深
い
記
録
が
続
く
。

　

合
衆
国
全
体
の
俯
瞰
で
は
な
く

あ
え
て
ベ
ル
ビ
ュ
ー
と
い
う
一
地

域
の
歴
史
に
焦
点
を
あ
て
、
日

系
人
の
言
葉
を
多
数
引
用
―
―
こ

な
れ
た
訳
文
に
引
き
込
ま
れ
る
。

そ
の
一
生
を
追
う
こ
と
で
、
一
人

ひ
と
り
の
体
験
を
凄
ま
じ
く
リ
ア

ル
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　

   ［
歴
史
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
］

【
七
月
上
旬
刊
】

（
四
六
392
頁
・
予
価
三
九
九
〇
円
）

　

ア
ジ
ア
人
初
の
ア
カ
デ
ミ
ー
・

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
会
員
作
家
の
最
新

詩
小
説
。
中
国
の
故
事
を
素
材
に

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
で
書
か
れ
た
傑
作
で
あ
る
。

　

酒
舗
を
営
む
夫
婦
に
拾
わ
れ
た

孤
児
春
妹
は
、
店
に
来
た
剣
客
荊

軻
、
打
楽
器
の
名
手
高
漸
離
の
二

人
を
知
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
苛
酷
な

人
生
を
超
え
て
永
遠
に
結
ば
れ
た

男
女
三
人
の
運
命
は
？　

荊
軻
は

秦
の
政
王
を
暗
殺
し
そ
こ
な
い
細

切
れ
に
さ
れ
る
。
十
年
後
、
始
皇

帝
を
称
し
た
政
王
を
高
漸
離
が
再

び
襲
う
が
、
こ
れ
も
失
敗
、
凌
遅

刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一

人
残
さ
れ
た
春
娘
は
嘆
か
な
い
。

満
月
の
夜
に
な
れ
ば
、
死
者
と
生

者
を
隔
て
る
時
空
は
…
…
。

　
「
魂
、
そ
う
、
そ
れ
は
呼
吸
し
、

広
が
っ
て
ゆ
く
も
の
だ
／
呼
び
か

け
な
が
ら
答
え
て
い
る
／
共
鳴
し

な
が
ら
答
え
、
そ
れ
を
枠
に
は
め

る
も
の
は
な
に
も
な
い
」

　

大
戦
後
ま
も
な
く
故
国
を
捨
て

た
チ
ェ
ン
が
、
数
十
年
を
か
け
て

文
学
者
と
な
る
過
程
と
、
フ
ラ
ン

ス
語
へ
の
情
熱
を
語
る
エ
ッ
セ
イ

『
デ
ィ
ア
ロ
ー
グ
（
対
話
）』
を
併
録
。

さ
ら
に
訳
者
に
よ
る
著
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
理
解
を
深
め
る
。

　

バ
ル
ト
ら
に
見
出
さ
れ
、
ラ
カ

ン
と
相
互
に
影
響
し
あ
っ
た
チ
ェ

ン
の
文
学
は
、
東
西
を
つ
な
い
で

近
代
小
説
の
彼
方
に
あ
る
も
の
を

指
し
示
し
て
い
る
。［
外
国
文
学
］

「
わ
た
し
は
想
像
も
つ
か
な
い
こ

と
を
経
験
し
た
。
わ
た
し
は
生
き

て
い
る
。」

　

著
者
の
マ
グ
ダ
・
オ
ラ
ン
デ
ー

ル
＝
ラ
フ
ォ
ン
は
今
年
八
六
歳
。

一
六
歳
の
時
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
に
連
行
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
系

ユ
ダ
ヤ
人
の
数
少
な
い
生
き
残
り

と
な
っ
た
。
収
容
所
の
日
々
、
死

の
記
憶
、
解
放
、
そ
し
て
、
そ
れ

か
ら
の
長
い
道
の
り
。　

　

三
〇
年
の
沈
黙
を
経
て
、
彼
女

は
書
き
始
め
た
。
そ
し
て
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
移
住
先
の
フ
ラ
ン

ス
で
、
中
高
生
に
自
ら
の
体
験
を

語
り
伝
え
る
活
動
を
始
め
る
。

「
わ
た
し
の
言
葉
は
、
こ
の
わ
た

し
の
よ
う
に
か
弱
い
。
こ
の
記
憶

を
平
凡
な
も
の
に
す
る
こ
と
な
く
、

重
苦
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
な
く
、

そ
し
て
他
人
に
苦
し
い
思
い
を
さ

せ
る
こ
と
な
く
伝
え
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
」

　

十
代
の
生
徒
た
ち
に
語
り
か
け

る
う
ち
、
彼
女
は
再
び
書
き
始
め

た
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
本
が
フ

ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ
た
の
は
二
〇

一
二
年
、
昨
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
わ
た
し
た
ち
は
、
自
分
の
な
か

に
春
の
新
鮮
さ
と
美
し
さ
を
持
っ

て
い
る
。」

　

沈
黙
の
中
に
生
き
て
き
た
彼
女

が
言
葉
と
と
も
に
、
息
を
吹
き
返

す
ま
で
。
死
ん
で
し
ま
っ
た
仲
間

と
新
た
な
世
代
の
た
め
に
勇
気
を

も
っ
て
語
ら
れ
た
、
生
き
る
こ
と

の
貴
重
な
証
言
。

　
　
　
　
［
現
代
史
・
エ
ッ
セ
イ
］

（
四
六
判
・
192
頁
・
二
九
四
〇
円
）

▼
関
連
書　

フ
ラ
ン
ク
ル
『
夜
と

霧　

新
版
』（
一
五
七
五
円
）
パ
ウ

ゼ
ヴ
ァ
ン
グ
『
そ
こ
に
僕
ら
は
居

合
わ
せ
た
』（
二
六
二
五
円
）
ヴ

ィ
ー
ゼ
ル
『
夜
』（
二
九
四
〇
円
）

（
四
六
判
・
224
頁
・
二
九
四
〇
円
）

▼
著
者
既
刊　
『
テ
ィ
エ
ン
イ
の

物
語
』
辻
由
美
訳
（
三
五
七
〇
円
） 

　
「
死
後
に
生
き
る
者
に
は
言
い

分
が
あ
り
す
ぎ
て
、
ひ
と
つ
の
単

純
な
真
理
で
は
満
足
で
き
な
い
の

だ
。
か
れ
は
無
数
の
仮
面
を
通
り

過
ぎ
て
い
き
、
ど
の
仮
面
の
う
ち

に
も
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
。
そ

し
て
〈
こ
の
こ
と
が
恐
怖
を
か
き

立
て
る
〉。
こ
れ
が
か
れ
の
不
気

味
な
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」。

　

ア
ガ
ン
ベ
ン
と
並
び
、
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
の
正
統
な
後
継
者
と
も
言
う

べ
き
、
現
代
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
思
想
家
の

代
表
作
。
新
ウ
ィ
ー
ン
楽
派
、
ム

  

「
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ

運
動
の
歴
史
を
こ
の
よ
う
な
ス
ケ

ー
ル
で
記
述
し
た
日
本
語
文
献
は

管
見
で
は
見
当
た
ら
な
い
」

　
　
　
　
　
　

 （
訳
者
あ
と
が
き
）

   

ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
＝
人
間

的
労
働
を
い
か
に
回
復
す
る
か
。

実
用
品
に
い
か
に
美
的
要
素
を
盛

り
込
む
か
。ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
ら
に
影
響

を
う
け
て
十
九
世
紀
末
の
イ
ギ
リ

ス
に
生
ま
れ
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
、
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
、
ユ
ー

ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
の
み
な
ら

ず
日
本
の
民
芸
運
動
な
ど
世
界
各

国
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
プ
レ
モ

ダ
ニ
ズ
ム
期
最
大
の
工
芸
デ
ザ
イ

ン
運
動
。
そ
の
全
史
を
一
望
す
る

古
典
的
名
著
で
あ
り
「
必
読
の
基

本
文
献
」
で
あ
る
。
図
版
多
数
収

録
。 ［
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
史
］

（
Ａ
５
判
・
352
頁
・
五
〇
四
〇
円
）

全
史
を
一
望
す
る
基
本
文
献

善
意
で
貧
困
は
な
く
せ
る
の
か
？

貧
乏
人
の
行
動
経
済
学

ジ
リ
ア
ン
・
ネ
イ
ラ
ー      

川
端
康
雄
・
菅 

靖
子
訳《
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・

　
　
　

ク
ラ
フ
ツ
運
動

》

Ｍ
・
カ
ッ
チ
ャ
ー
リ  

上
村
忠
男
訳

田
中 

純
解
説

岡 
照
雄《
官
僚
ピ
ー
プ
ス
氏
の

　
　
　
　

生
活
と
意
見

》

池
内 

紀《
消
え
た
国 

追
わ
れ
た
人
　々

　
　
　
　
　

            　
　

  

東
プ
ロ
シ
ア
の
旅

》

い
読
書
で
は
あ
ろ
う
が
、
ピ
ー
プ

ス
の
全
体
像
を
見
誤
る
危
険
が
あ

る
。
王
政
復
古
の
内
幕
や
宗
派
対

立
で
激
し
く
動
い
た
一
七
世
紀
英

国
に
お
い
て
、
彼
は
き
わ
め
て
有

能
な
官
僚
と
し
て
そ
の
責
を
十
二

分
に
果
た
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
人

物
の
生
活
と
業
績
を
読
み
解
く
歴

史
的
な
物
語
。［
歴
史
・
伝
記
］

（
四
六
判
・
264
頁
・
三
九
九
〇
円
）

Ｄ
・
Ａ
・
ナ
イ
ワ
ー
ト      

ラ
ッ
セ
ル
秀
子
訳《
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
デ
イ
ズ　

 

日
系
ア
メ
リ
カ
人
強
制
収
容
の
記
憶

》

《
死
後
に
生
き
る
者
た
ち　

〈
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
終
焉
〉
前
後
の

ウ
ィ
ー
ン
展
望

》
　
「
東
プ
ロ
シ
ア
…
…
生
ま
れ
た
国

と
育
っ
た
国
、
い
ま
や
、
人
が
国

を
選
び
、
あ
る
い
は
捨
て
る
。
国

そ
の
も
の
が
人
に
よ
っ
て
選
び
と

ら
れ
、
ま
た
捨
て
ら
れ
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
末
期
に
、
力
ず
く
で

捨
て
さ
せ
ら
れ
た
と
き
、
千
二
百

万
人
を
こ
え
る
ド
イ
ツ
〈
難
民
〉
が

生
ま
れ
た
。そ
れ
は
は
か
ら
ず
も
、

い
ち
早
く
二
十
一
世
紀
を
先
取
り

し
て
い
た
」（
あ
と
が
き
）

　

東
プ
ロ
シ
ア
と
い
う
国
は
い
つ

生
ま
れ
、
ま
た
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
し
て
消
え
た
の
か
？　

首
都
は

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
、
古
く
は
中

世
に
遡
る
歴
史
を
も
ち
、
多
民
族

が
共
存
し
、
豊
か
な
文
化
を
維
持

し
て
き
た
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
星

を
見
上
げ
、
カ
ン
ト
が
『
純
粋
理

性
批
判
』
を
書
い
た
国
。
し
か
し

こ
の
国
も
戦
渦
を
免
れ
ず
、
ヒ
ト

ラ
ー
と
ス
タ
ー
リ
ン
、
第
二
次
世

界
大
戦
は
国
土
を
一
変
さ
せ
た
。

著
者
は
今
は
な
き
国
を
も
と
め
て

三
度
の
旅
を
重
ね
、
闇
に
埋
も
れ

た
過
去
を
尋
ね
、
現
在
を
探
っ
て

ゆ
く
。
時
の
成
熟
か
ら
生
ま
れ
た

紀
行
記
の
名
品
。
写
真
・
池
内
郁
。

　
　
　
　
　
　
　
［
歴
史･

紀
行
］

（
四
六
変
型
288
頁
・
二
九
四
〇
円
）

　ショアーを生き延びた人が
  　　　　    静かに語る
                                  マグダ・オランデール = ラフォン

          《四つの小さなパン切れ》
　                                                        

高橋 啓訳
 

患
者「
ゼ
ロ
」を
た
ど
る
医
学
史

合
理
的
選
択

銀
嶺
に
向
か
っ
て
歌
え

ク
ラ
イ
マ
ー
小
川
登
喜
男
伝

ボ
ス
ニ
ア
紛
争
報
道

メ
デ
ィ
ア
の
表
象
と
翻
訳
行
為 

ソ
ウ
ル
・
マ
イ
ニ
ン
グ
音
楽
的
自
伝

日
本
の

200
年  

下

ゴ
ー
ド
ン　

第
二
次
大
戦
か
ら
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
、
東
日
本
大
震
災
ま
で
。
二
世
紀
を
俯
瞰
し
、
は

じ
め
て
見
え
る
こ
と
。
森
谷
文
昭
訳　

三
九
九
〇
円

ポ
ス
ト
・
ク
ラ
イ
ン
派
の
精
神
分
析

ク
ラ
イ
ン
、ビ
オ
ン
、メ
ル
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
真
実
と
美
の
問
題

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
モ
ノ
語
り

大
隈
重
信
関
係
文
書
９
は
と
―

ま
つ

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
の
足
型

〈
大
人
の
本
棚

〉

遠
ざ
か
る
景
色

〈
大
人
の
本
棚

〉

本
読
み
の
獣
道

徳
川
時
代
か
ら

現
代
ま
で［
新
版
］

徳
川
時
代
か
ら

現
代
ま
で［
新
版
］

自
分
だ
け
の
部
屋

ウ
ル
フ　

経
済
的
自
立
と
精
神
的
独
立
を
主
張
し
、

女
性
の
受
難
史
を
明
ら
か
に
し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批

評
の
聖
典
。［
新
装
版
］
川
本
静
子
訳　

二
七
三
〇
円

主
体
の
死
後
に
お
と
ず
れ
る
生

拡
大
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ゴ
独

立
に
協
力
し
帰
郷
す
る
「
た
っ
た

一
人
の
」
ハ
イ
チ
人
に
乗
っ
て
南

米
へ
渡
り
、
ウ
イ
ル
ス
は
そ
こ
で

血
液
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
理
想
的
な

拡
大
装
置
と
出
会
う
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

植
民
地
史
料
、
疫
学
、
分
子
生

物
学
、
人
口
統
計
。
あ
ら
ゆ
る
証

拠
か
ら
謎
と
き
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス

が
次
々
に
は
ま
っ
て
ゆ
く
。
膨
大

な
死
者
へ
の
倫
理
的
義
務
と
、
未

来
へ
の
教
訓
の
為
に
成
し
遂
げ
ら

れ
た
三
〇
年
に
及
ぶ
研
究
の
成
果
。

［
医
学
・
歴
史
］【
七
月
上
旬
刊
】

（
四
六
400
頁
・
予
価
四
四
一
〇
円
）

　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ピ
ー
プ
ス
と
い

え
ば
、
海
軍
関
係
者
か
ら
の
頻
繁

な
賄
賂
受
領
や
女
性
へ
の
度
重
な

る
〈
ア
ブ
ナ
イ
〉
言
動
が
ま
ず
話

題
に
な
る
。
し
か
し
彼
の
真
価
は

海
軍
官
僚
と
し
て
の
抜
群
の
働
き

に
あ
る
。
女
性
関
係
を
は
じ
め
、

秘
密
に
し
た
い
事
柄
を
暗
号
に
よ

っ
て
書
き
記
し
た
秘
め
ら
れ
た

『
日
記
』
を
覗
き
見
す
る
の
も
楽
し

秘
め
ら
れ
た
日
記
を
読
み
解
く

心
理
学
的
自
動
症

人
間
行
動
の
低
次
の
諸
形
式
に
関
す
る
実
験
心
理
学
試
論

ー
ジ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
、

ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ロ
ー
ト
、
ヴ

ァ
ル
ザ
ー
、
ト
ラ
ー
ク
ル
、
ロ
ー

ス
、
ク
ラ
ウ
ス
、
シ
ー
レ
、
ク
ー

ビ
ン
と
い
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
さ
ま

ざ
ま
な
作
家
や
芸
術
家
を
、
お
も

に
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の「
明

晰
さ
」
の
概
念
か
ら
論
じ
る
哲
学

的
エ
ッ
セ
イ
。
帝
国
の
崩
壊
を
前

に
、
故
郷
喪
失
を
生
産
的
契
機
に

変
え
た
芸
術
家
た
ち
の
試
行
錯
誤

は
、
今
日
ま
す
ま
す
新
し
い
。

［
哲
学
・
思
想
］【
七
月
下
旬
刊
】

（
四
六
360
頁
・
予
価
三
九
九
〇
円
）
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月
刊
雑
誌

《
み
す
ず

》最
近
号
よ
り

　

加
藤
秀
俊
「
本
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
」
／
飯
島
み
ど
り
「
バ
ー
ビ

イ
・
ヤ
ー
ル
へ
の
道
」
／
保
坂
和

志
「
素
振
り
に
つ
い
て
」
／
中
村

健
之
介
「
ソ
連
時
代
の
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
研
究
者
た
ち
」（
四

月
号
）。
酒
井
啓
子「
十
年
の
の
ち
」

／
関
口
裕
昭
「
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
キ

ー
フ
ァ
ー
と
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
」

／
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
死

者
た
ち
の
歌
」
／
大
谷
卓
史
「
ネ

ッ
ト
選
挙
解
禁
」
／
辻
由
美
「
拡

大
す
る
図
書
館
グ
ラ
ン
プ
リ
」
／

上
村
忠
男
「
紀
州
・
和
歌
浦
で
の

仮
面
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
五
月
号
）。

［
新
連
載
］
原
武
史
「
日
記
」
／
［
最

終
回
］
野
口
良
平
「『
メ
タ
フ
ィ
ジ

カ
ル
・
ク
ラ
ブ
』
の
周
辺
」
／
明

田
川
融
「
核
兵
器
と
「
国
民
の
特

殊
な
感
情
」」（
六
月
号
）。
連
載
は

小
沢
信
男
、
池
内
紀
、
佐
々
木
幹

郎
、植
田
実
ほ
か
（
各
三
一
五
円
） 

   

ジ
ャ
ネ
に
は
著
作
集
も
全
集

も
、
そ
の
名
を
冠
し
た
学
派
も

な
い
。
十
九
世
紀
末
の
ピ
ー
ク

時
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

至
る
ま
で
、
盛
衰
著
し
い
力
動

精
神
医
学
の
領
域
を
、
い
わ
ば

単
独
行
で
横
断
し
た
心
理
学
者

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
後
半
生

そ
の
名
は
忘
れ
ら
れ
、
著
作
の

復
刊
は
絶
対
に
な
い
と
出
版
社

に
宣
言
さ
れ
た
事
実
を
エ
レ
ン

ベ
ル
ガ
ー
は
書
き
留
め
て
い
る
。

そ
れ
が
奇
跡
的
に
蘇
っ
た
の
は

解
離
や
外
傷
性
記
憶
が
改
め
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一

九
八
〇
年
以
降
の
こ
と
だ
。

   

本
書
は
そ
う
し
た
ジ
ャ
ネ

が
、
哲
学
の
博
士
論
文
と
し

て
三
〇
歳
を
目
前
に
し
て
書

き
上
げ
た
文
字
通
り
の
デ
ビ

ュ
ー
作
で
あ
り
、
力
動
精
神

宮
田 

昇

   

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
を
考
え
る

う
え
で
本
書
の
大
き
な
意
義
は
、

情
報
技
術
の
発
達
お
よ
び
社
会
・

経
済
の
変
化
に
よ
る
概
念
の
広
が

り
を
法
学
・
社
会
学
的
に
扱
え
る

形
で
要
約
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
、
多
様
な
現
象
を
総

合
的
に
理
解
す
る
た
め
、
最
新
の

書評コラム

Ｄ
・
Ｊ
・
ソ
ロ
ー
ヴ

大
谷
卓
史
訳

本
と
人
を
繋
ぐ
エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載

Ｇ
・
ウ
ォ
ル
ド
バ
ウ
ア
ー 

中
里
京
子
訳《
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
に

》

《
図
書
館
に
通
う

                  

当
世「
公
立
無
料
貸
本
屋
」事
情

》

虫
た
ち
と
捕
食
者
た
ち
と
の
せ
め
ぎ
あ
い

医
学
の
歴
史
に
屹
立
す
る
記
念

碑
的
な
著
作
で
あ
る
。
そ
の
方

法
論
は
明
快
だ
。
人
間
の
活
動

の
理
解
に
は
、
意
志
や
自
由
等

の
高
次
な
機
能
か
ら
で
は
な
く

自
動
症
と
呼
ば
れ
る
低
次
の
活

動
形
式
か
ら
入
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
カ
タ
レ

プ
シ
ー
や
夢
遊
病
や
感
覚
麻
痺

や
健
忘
な
ど
の
現
象
で
あ
る
。

ジ
ャ
ネ
は
下
意
識
自
動
症
と
い

う
概
念
を
携
え
て
、
事
例
へ
の

催
眠
を
中
心
に
綿
密
な
観
察
を

重
ね
、
迷
路
の
ご
と
き
領
域
を

探
索
す
る
。
彼
は
そ
の
後
、「
ふ

る
ま
い
の
心
理
学
」
と
呼
ば
れ

る
視
点
に
結
晶
化
す
る
膨
大
な

著
作
を
残
す
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
萌
芽
と
な
る
発
想
の
す
べ

て
が
こ
の
一
冊
に
凝
縮
さ
れ
て

い
る
の
を
読
者
は
発
見
す
る
だ

ろ
う
。

   

本
書
が
出
版
さ
れ
た
一
八
八

九
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
百
周

年
を
記
念
し
て
パ
リ
万
博
が
開

催
さ
れ
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
建

設
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
当
時
は
、

シ
ャ
ル
コ
ー
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
心
理
学
、
精
神
医
学
、

神
経
学
、
哲
学
、
宗
教
、
心
霊

問
題
を
多
様
な
視
点
か
ら
数
多
く

盛
り
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
重
要

な
と
こ
ろ
は
思
想
的
背
景
の
議
論

が
丁
寧
に
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

テ
ー
マ
で
の
き
わ
め
て
質
の
高
い

基
本
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

［
情
報
社
会
論
］【
六
月
中
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
312
頁
・
四
八
三
〇
円
）

   「
考
え
て
み
る
と
人
間
を
構
成
し

て
い
る
の
は
、
大
変
な
思
想
で
あ

っ
た
り
、
芸
術
で
あ
っ
た
り
す
る

よ
り
も
ま
ず
日
常
生
活
な
の
で

す
。
日
常
生
活
こ
そ
が
人
間
の
文

化
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
ひ
と
つ

の
技
な
の
で
す
。
カ
ン
ト
は
こ
れ

を
〈
ク
ン
ス
ト
〉
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
〈
ク
ン
ス
ト
〉
を
守
り

抜
け
る
か
ど
う
か
が
、
こ
の
戦
争

化
し
た
世
界
の
な
か
で
な
に
よ
り

も
大
切
な
の
で
す
」

　

芸
術
学
・
哲
学
を
中
心
と
し
た

多
木
浩
二
（
一
九
二
八
―
二
〇
一

一
）
へ
の
評
価
は
没
後
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
に
は
遺
稿

『
ト
リ
ノ
』『
視
線
と
テ
ク
ス
ト
』

も
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、
札
幌

大
学
で
の
「
映
像
文
化
論
」
講
義

を
、
同
講
義
を
ア
レ
ン
ジ
し
対
話

者
で
も
あ
っ
た
今
福
龍
太
が
編
集

し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
は
著
者
の

活
動
の
軌
跡
と
思
考
の
す
べ
て
が

鮮
や
か
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

   

「
二
〇
世
紀
の
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
に
は
や
は

り
未
来
派
が
入
り
、『
オ
リ
ン
ピ

ア
』
が
入
っ
て
く
る
。
そ
こ
か
ら

は
じ
め
て
二
〇
世
紀
を
考
え
る
方

法
と
い
う
も
の
が
見
い
だ
せ
る
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
一
九
四
〇

年
頃
、
子
ど
も
時
代
に
生
ま
れ
て

初
め
て
見
た
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ

ー
ル
の
映
画
『
オ
リ
ン
ピ
ア
』
に

は
じ
ま
り
、
自
身
が
関
わ
っ
た
写

真
雑
誌『
プ
ロ
ヴ
ォ
ー
ク
』
を
中

心
に
、
中
平
卓
馬
や
東
松
照
明
と

　

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
は
詩
集
『
草
の

葉
』
を
、
一
八
五
五
年
の
初
版
以

来
、
生
涯
を
か
け
て
い
く
つ
も
の

版
で
拡
張
・
訂
正
し
つ
づ
け
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
最
終
版
（
一
八
九

一
―
九
二
年
）
は
初
版
の
五
倍
ほ

ど
の
分
量
に
膨
れ
あ
が
っ
た
。

   

南
北
戦
争
の
前
夜
、
類
例
の
な

い
汎
神
論
的
宇
宙
論
を
謳
っ
て
ア

メ
リ
カ
詩
の
始
ま
り
を
告
げ
た
世

紀
の
傑
作
の
、
新
鮮
で
コ
ン
パ
ク

ト
な
初
版
に
基
づ
く
初
め
て
の
訳

詩
集
。［
外
国
文
学
・
詩
］

（
四
六
判
・
264
頁
・
二
九
四
〇
円
）

《
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
新
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

概
念
と
法
の
再
考

》

　

編
集
者
、
翻
訳
権
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
と
し
て
、
出
版
界
で
六
十
余
年

を
生
き
て
き
た
著
者
。
第
一
線
を

退
き
、
今
度
は
本
好
き
の
一
市
民

と
し
て
、
街
の
図
書
館
の
魅
力
と

変
貌
を
つ
ぶ
さ
に
経
験
す
る
。

　

同
時
に
、
み
ず
か
ら
の
半
生
と

対
話
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
読
ん

で
き
た
内
外
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
の
こ
と
、
戦
後
の
混
乱
期

に
営
ん
だ
貸
本
屋
の
こ
と
、
貧
し

い
ハ
ン
ガ
リ
ー
移
民
だ
っ
た
ピ
ュ

ー
リ
ツ
ァ
ー
が
、
米
国
で
図
書
館

を
学
校
と
し
て
育
っ
た
逸
話
、
図

書
館
と
著
作
権
の
問
題
を
は
じ
め

誰
も
書
か
な
か
っ
た
、
本
と
人
を

繋
ぐ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
満
載
。

　

ア
イ
デ
ア
に
み
ち
た
提
案
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
の
時

代
に
、
図
書
館
も
書
店
も
出
版
社

も
、
と
も
に
活
躍
で
き
る
道
を
探

る
。［
エ
ッ
セ
イ
・
本
・
図
書
館
］

（
四
六
判
・
256
頁
・
二
三
一
〇
円
）

法
学
・
社
会
学
的
な
概
念
整
理

江口重幸
ジャネ

《心理学的
   自動症》

を読む

研
究
等
が
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
や
催

眠
現
象
の
解
明
に
向
け
て
雪
崩

を
う
っ
て
殺
到
す
る
時
代
だ
っ

た
。
本
書
を
読
み
進
む
と
そ
の

時
代
の
熱
気
の
只
中
に
投
げ
込

ま
れ
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。

   

松
本
雅
彦
訳
の
、
ジ
ャ
ネ
の

『
心
理
学
的
医
学
』（
原
著
一
九

二
三
年
刊
）を
は
じ
め
て
手
に

し
た
の
は
一
九
八
一
年
。
そ
れ

か
ら
三
〇
年
余
り
を
経
て
今
度

は（
時
代
的
に
は
逆
に
約
三
〇
年

遡
る
）
本
書
の
頁
を
開
く
こ
と

に
な
る
。
数
日
か
け
て
本
書
を

読
み
終
え
た
時
、
こ
の
読
書
体

験
を
何
に
も
替
え
が
た
い
僥
倖

と
感
じ
た
が
、
そ
う
感
じ
る
の

は
評
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。  

（
え
ぐ
ち
・
し
げ
ゆ
き　

精
神
医

学
）
▽
ジ
ャ
ネ
『
心
理
学
的
自

動
症
』（
二
面
下
に
広
告
）

講義する多木浩二

共
に
生
き
て
き
た
時
代
の
こ
と
、

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
は
じ
め
未
来
派
の

問
題
性
、
バ
ル
ト
や
フ
ー
コ
ー
と

の
出
会
い
、
そ
し
て
著
者
の
思
考

の
核
に
も
な
っ
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
つ
い
て
。
二
〇
世

紀
と
い
う
現
在
を
歴
史
的
現
在
と

し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
歴
史
哲
学

試
論
の
名
講
義
。
思
想
の
本
質
を

問
う
。［
現
代
思
想
・
芸
術
］

　
【
七
月
上
旬
刊
】

（
四
六
判
・
232
頁
・
二
九
四
〇
円
）

　

昆
虫
の
偉
大
な
役
割
、
そ
れ
は

「
食
べ
ら
れ
る
こ
と
」
だ
。
昆
虫

は
貴
重
な
栄
養
源
と
し
て
、
生
態

系
を
支
え
て
い
る
。
だ
が
虫
た
ち

の
方
も
お
と
な
し
く
食
べ
ら
れ
た

り
は
し
な
い
。
何
百
匹
も
の
蝶
が

突
然
旋
回
し
、
鳥
を
巻
き
込
ん
で

し
ま
う
。
大
き
な
芋
虫
は
巧
み
に

首
を
振
り
回
し
、
蛇
そ
っ
く
り
の

動
き
を
す
る
。
こ
れ
は
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
だ
ろ
う
か
？
そ
う
思
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
昆
虫
の
作
戦
は
予
想
外

で
多
種
多
様
だ
。  「
食
べ
ら
れ
な

い
た
め
に
」
次
々
と
戦
術
を
繰
り

出
す
昆
虫
と
、
出
し
抜
こ
う
と
す

る
捕
食
者
た
ち
。
そ
の
せ
め
ぎ
あ

い
を
米
昆
虫
界
の
第
一
人
者
が
、

長
年
の
観
察
を
も
と
に
解
き
明
か

す
。［
昆
虫
学
］【
七
月
下
旬
刊
】

（
四
六
304
頁
・
予
価
三
三
六
〇
円
）

《
映
像
の
歴
史
哲
学

》

多
木
浩
二

今
福
龍
太
編

20
世
紀
の
探
究
／
世
界
の
探
究

大
人
の
本
棚

ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

富
山
英
俊
訳　

《
草
の
葉   

初
版

》

　

ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
の
興
隆
期
に

破
滅
的
な
生
涯
を
自
死
と
い
う
か

た
ち
で
閉
じ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
。
現

在
、
ド
イ
ツ
三
大
喜
劇
の
一
つ
と

し
て
人
々
に
愛
さ
れ
る
本
作
は
、

ク
ラ
イ
ス
ト
の
徹
底
し
た
悲
劇
作

品
の
中
で
一
見
、
異
質
と
も
見
え

る
。
削
除
さ
れ
た「
異
曲
」と
初
期

手
稿
を
付
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作

者
の
意
図
に
迫
る
。［
外
国
文
学
］

（
四
六
判
・
198
頁
・
二
九
四
〇
円
）

透
明
な
境
地
を
示
す
新
詩
集

長
田 

弘《
奇
跡
―
ミ
ラ
ク
ル
―

》

れ
に
尽
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
誰

の
だ
ろ
う
と
、
人
生
は
片
道
。
行

き
行
き
て
、
帰
り
着
く
ま
で
。」

　

だ
か
ら
「
奇
跡
」
は
、
彼
方
に

あ
る
も
の
で
も
、
超
常
現
象
で
も

な
い
。「
た
だ
こ
こ
に
在
る
だ
け

で
、
じ
ぶ
ん
の
す
べ
て
を
、
損
な

う
こ
と
な
く
、
誇
る
こ
と
な
く
、

み
ず
か
ら
／
み
ご
と
に
生
き
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
の
、
な
ん
と
い
う

花
の
木
た
ち
の
奇
跡
。」

　

め
ぐ
り
く
る
季
節
、
日
々
の
営

み
と
精
神
の
努
力
か
ら
生
ま
れ
た

待
望
の
新
詩
集
。【
七
月
上
旬
刊
】

（
Ａ
５
104
頁
・
予
価
一
八
九
〇
円
）

▼
長
田
弘
詩
集
・
既
刊　
『
人
は

か
つ
て
樹
だ
っ
た
』『
詩
の
樹
の

下
で
』（
各
一
八
九
〇
円
）

　
『
奇
跡
―
ミ
ラ
ク
ル
―
』
は
、

東
日
本
大
震
災
の
年
末
に
出
し
た

『
詩
の
木
の
下
で
』の
前
か
ら
今
春

ま
で
の
新
作
三
十
篇
か
ら
成
る
。

　

巻
頭
を
飾
る
四
篇
「
ベ
ル
リ
ン

詩
篇
」は
、
ド
イ
ツ
文
学
を
学
び
、

二
十
世
紀
の
歴
史
と
文
学
を
見
つ

め
て
き
た
詩
人
が
、
こ
の
街
を
訪

れ
、
心
に
響
い
た
こ
と
が
ら
を
歌

う
。
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
な
ど
固
有
名
詞
の
喚
起
力
が
私

た
ち
の
眼
を
開
か
せ
る
。

　

詩
人
は
寒
暖
計
の
よ
う
に
、
空

気
と
植
物
に
敏
感
だ
。
そ
し
て
、

知
恵
に
満
ち
て
い
る
。「
必
要
最

小
限
プ
ラ
ス
１
。
人
の
権
利
は
そ

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ｖ
・
ク
ラ
イ
ス
ト

山
下
純
照
訳　

《
こ
わ
れ
が
め　
　
　
　

     

　
　
　
　
　
　

付
・
異
曲

》

通訳・翻訳研究の〈いま〉を読む
鳥飼玖美子

戦後史の中の英語と私　　 
アポロ月面着陸の宇宙中継、大阪万博の同時通訳、「百万人の英
語」、現在はNHK「ニュースで英会話」で活躍、通訳学・翻訳
学の確立をめざす。書き下ろし自伝エッセイ。四六判  2940 円

鳥飼玖美子

通訳者と戦後日米外交　　 
戦後日米関係の構築に深く関わった通訳者へのインタビュー
をとおして、外交史における通訳の社会・文化史的意義を探
った本格的研究書 = 希有なドキュメント。 四六判　3990 円

武田珂代子 

東京裁判における通訳
　　 
通訳者の採用過程や通訳手順を再現・分析
し、法廷でのプロセスを明らかにした通訳
学・政治社会学の成果。 四六判　3990 円

図
書
館
が
柱
と
な
り
、
市
民
を
巻
き
込
み
動
か
す

こ
と
。
図
書
館
は
、
小
学
校
、
警
察
、
消
防
団
と

同
じ
よ
う
に
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
機
関
で
あ
る
。

知
の
広
場  

図
書
館
と
自
由    

二
九
四
〇
円

ア
ン
ト
ネ
ッ
ラ
・
ア
ン
ニ
ョ
リ
　
萱
野
有
美
訳

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
サ
ラ
・
ボ
ル
サ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
オ
ブ
ラ
ー
テ
を

は
じ
め
多
く
の
図
書
館
の
企
画
運
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
図
書
館
を
次
々
に
生
み
出
し
て
い
る
ア
ン
ト
ネ
ッ
ラ
・
ア

ン
ニ
ョ
リ
氏
。
こ
の
ほ
ど
来
日
し
、
建
築
家
の
伊
東
豊
雄
氏
と
の
対

談
「
知
の
広
場
と
み
ん
な
の
家
」（
宮
城
県
仙
台
市
・
せ
ん
だ
い
メ
デ

ィ
ア
テ
ー
ク
）
を
皮
切
り
に
、
各
地
で
講
演
会
や
特
別
講
義
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
が
学
び
、
憩
い
、
交
流
す
る
公
共
空
間
と

し
て
の
、
新
し
い
図
書
館
。
そ
の
可
能
性
を
探
る
ア
ン
ニ
ョ
リ
氏
の

言
葉
は
未
来
の
図
書
館
の
あ
り
か
た
に
新
鮮
な
風
を
送
り
ま
し
た
。

『
知
の
広
場
―
―
図
書
館
と
自
由
』

17
の
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
よ
り

鳥飼玖美子・野田研一・ 平賀正子・ 小山 亘  編

異文化コミュニケーション学への招待　　 
社会学、環境学、言語学、通訳翻訳学をふま
え、言語文化をめぐる最先端の人文・社会
科学の方法と思想を紹介。Ａ５判　6300 円
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み
す
ず
書
房

営
業
部
だ
よ
り

一 　
四
月
よ
り
電
子
書
籍
の
配
信

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
小
社
が

最
初
に
世
に
お
く
っ
た
片
山
敏

彦
『
詩
心
の
風
光
』
や
、
サ
ン=

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

亀
山
郁
夫
や
小
沼
純
一
ら
が
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
バ
ッ
ハ
を
語
る

人
気
シ
リ
ー
ズ
「
理
想
の
教
室
」、

外
山
滋
比
古
、
池
内
紀
、
荒
川
洋

治
、
中
井
久
夫
、
山
本
義
隆
に
よ

る
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
、
風
丸
良
彦

『
村
上
春
樹
短
篇
再
読
』
な
ど
全

45
点
で
す
。
詳
細
は
紀
伊
國
屋
書

店
、
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
！
、

楽
天
ｋ
ｏ
ｂ
ｏ
、 

ｈ
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
の

各
電
子
書
店
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
案

内
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま

で
同
様
、 

美
し
い
組
版
・
印
刷
・

製
本
へ
の
志
を
持
ち
続
け
な
が
ら

読
者
の
皆
様
へ
の
新
し
い
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
提
供
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一　
『
小
林
且
典
作
品
集　

ひ
そ

や
か
な
眼
差
し
』
が
第
47
回
造
本

装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
印
刷
産

業
連
合
会
会
長
賞
特
別
賞
を
受

賞
。
ま
た
、
濱
田
武
士
『
漁
業
と

震
災
』（
二
面
下
に
広
告
）
が
今

年
度
の
漁
業
経
済
学
会
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。

一　

ギ
ル
ボ
ア
『
合
理
的
選
択
』

が
好
評
で
す
。「
数
式
は
ほ
と
ん

ど
出
て
こ
ず
、
平
易
な
言
葉
と
み

ご
と
な
比
喩
」（
小
島
寛
之
氏
『
日

本
経
済
新
聞
』
４
月
28
日
号
）。

みすず書房・最近の重版より
チェスの話――ツヴァイク短篇選《大人の本棚》

S．ツヴァイク　辻他訳　池内紀解説 　 ￥2940
環状島 ＝トラウマの地政学
　宮地尚子　　　　　　　　　　　　　  　￥2940
劇的な精神分析入門
　北山 修　　　　　　　　　　　　　  　   ￥2940
マックス・ウェーバーの日本　
   W．シュヴェントカー　野口雅弘他訳   ￥7875
世界はうつくしいと
    長田 弘                                                     ￥1890
ドイツを焼いた戦略爆撃 1940―1945

J．フリードリヒ　香月恵里訳　　          ￥6930
善意で貧困はなくせるのか？――貧乏人の行動経済学
　カーラン／アペル　清川訳   澤田解説　  ￥3150
不平等について――経済学と統計が語る26の話

B．ミラノヴィッチ　村上 彩訳                ￥3150
合理的選択

I．ギルボア　松井彰彦訳　　　      　       ￥3360
科学革命の構造

T．S．クーン　中山 茂訳　　　　     　　   ￥2730

　

ル
ネ
サ
ン
ス
以
前
か
ら
二
〇
世

紀
ま
で
、
ク
ザ
ヌ
ス
、
デ
カ
ル
ト
、

ホ
ッ
ブ
ズ
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
、
カ
ン
ト
、
モ
ム
ゼ
ン
、

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
ま
で
を
独
自
の
方

法
意
識
で
描
い
た
ド
イ
ツ
の
碩
学

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
記
念
碑
的
哲
学

史
『
認
識
問
題
』
全
４
巻
５
冊
の

画
期
的
訳
業
、
完
結
。
本
巻
は
カ

ン
ト
以
後
、
ヤ
コ
ー
ビ
、
ラ
イ
ン

   「
弱
者
に
対
す
る
強
者
の
優
越
感

と
い
う
も
の
は
医
療
の
場
で
は
き

わ
め
て
起
こ
り
や
す
い
（
…
…
）
た

っ
た
一
人
の
患
者
の
心
で
も
、
ほ

ん
と
う
に
知
る
の
は
な
ん
と
む
つ

か
し
い
こ
と
か
」（「
医
師
が
患
者

に
な
る
と
き
」）

　

患
者
を
「
症
例
」
で
は
な
く
一

人
の
人
間
と
し
て
見
る
―
―
神
谷

美
恵
子
が
精
神
医
療
の
現
場
で
格

闘
し
続
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
医

療
者
と
し
て
の
「
ケ
ア
へ
の
ま
な

ざ
し
」
を
あ
ら
わ
す
神
谷
の
エ
ッ

要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

   

単
行
本
未
収
の
論
考
ほ
か
一
二

篇
に
書
き
下
ろ
し
の
最
新
論
考
を

加
え
、
あ
ら
た
め
て
心
の
専
門
家

の
あ
り
方
を
考
え
る
。
あ
く
ま
で

「
症
状
」
で
な
く
「
患
者
」
を
見

つ
め
た
六
〇
年
。
精
神
医
学
者
・

笠
原
嘉
が
探
究
し
つ
づ
け
た
人
間

学
を
、
こ
の
一
書
に
凝
縮
す
る
。

シ
リ
ー
ズ
完
結
。［
心
理
・
精
神

医
学
］【
六
月
下
旬
刊
】

（
四
六
判
・
272
頁
・
三
九
九
〇
円
）

▼
笠
原
嘉
臨
床
論
集
『
う
つ
病
臨

床
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』『
外
来
精
神

医
学
と
い
う
方
法
』『
再
び
「
青

年
期
」
に
つ
い
て
』『
境
界
例
研

究
の
50
年
』　
（
各
三
七
八
〇
円
）

   

脳
科
学
と
行
動
科
学
に
支
え
ら

れ
、
精
神
医
学
が
よ
り
「
部
分
の

科
学
」
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
患
者

と
い
う
人
間
と
そ
の
人
生
全
体
を

と
ら
え
る
「
全
体
の
科
学
」
が
必

カ
ー
」
誌
の
ラ
イ
タ
ー
で
も
あ
る

著
者
が
描
く
、「
勤
勉
さ
」「
正
し

く
行
う
こ
と
」「
工
夫
」
の
三
つ

を
駆
使
し
て
医
療
を
変
え
た
人
々

の
物
語
は
、
と
き
に
常
識
を
覆
す

こ
と
が
進
歩
に
つ
な
が
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
。［
医
療
・
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
］【
七
月
下
旬
刊
】

（
四
六
280
頁
・
予
価
三
六
七
五
円
）

　
『
み
す
ず
』連
載
の「
臨
床
再
訪
」

か
ら
「
在
宅
緩
和
ケ
ア
に
関
与
す

る
」「
病
棟
深
夜
の
長
い
叫
び
―
―

ジ
ル
症
候
群
」
な
ど
４
篇
を
筆
頭

に
、
逝
去
直
後
に
ひ
と
と
し
て
の

昭
和
天
皇
を
描
き
、
今
回
は
じ
め

て
単
行
本
に
収
録
さ
れ
る
長
文
の

表
題
作
、
さ
ら
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な

四
〇
円
）『
関
与
と
観
察
』（
二
七

三
〇
円
）『
樹
を
み
つ
め
て
』（
二

九
四
〇
円
）『
日
時
計
の
影
』（
三

一
五
〇
円
）

中
井
久
夫《「
昭
和
」を
送
る

》

《
認
識
問
題 

３

　

年
に
一
度
の
本
の
祭
典
「
東
京

国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」、
本
年
よ

り
水
曜
か
ら
土
曜
の
４
日
間
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
有
明
の
国
際

展
示
場「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
」
に

て
７
月
３
日（
水
）か
ら
６
日（
土
）

ま
で
（
一
般
公
開
日
は
後
半
の
二

日
間
）
開
か
れ
、
み
す
ず
書
房
は

今
年
も
「
書
物
復
権
の
会
」
の
一

員
と
し
て
出
展
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
社
共
有
の
ブ
ー
ス
で
は
各

社
が
記
念
復
刊
し
た
書
籍
を
展
示

し
、
在
庫
僅
少
本
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
。
み
す
ず
書
房
ブ
ー
ス
で
は
話

題
の
書
、
最
新
刊
か
ら
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
ま
で
多
数
取
り
揃
え
ま
す
。

日
頃
の
感
謝
を
こ
め
て
、
会
期
中

に
限
り
会
場
内
限
定
で
展
示
書
籍

を
謝
恩
価
格
に
て
販
売
し
ま
す
。

   「
東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
招

待
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。
ご
住
所
・
お
名
前
と
必
要
枚

数
を
明
記
の
上
、
６
月
25
日
ま
で

に（
必
着
）本
紙
同
封
の
ハ
ガ
キ
か

http://www.m
sz.co.jp

よ
り
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
ご
来
場
を
心

か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

東京国際
ブックフェア

2013
のお知らせ

シリーズ

始まりの本
始原へ立ち帰り

何度でも
読み直したい
現代の古典。

新組み・新編集・
新解説で

人
間
と
し
て
の
医
療
・
看
護
・
介
護

「
共
同
で
哲
学
す
る
運
命
」の
証
言

臨
床
生
活
60
年
の
集
大
成

笠
原
嘉
臨
床
論
集

医
療
を
変
え
る
人
間
力

　

医
療
の
進
歩
は
科
学
技
術
の
進

歩
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。

医
療
従
事
者
の
手
洗
い
の
徹
底
、

患
者
の
デ
ー
タ
を
毎
日
毎
日
記
録

し
つ
づ
け
る
こ
と
―
―
そ
ん
な
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
な
医
療
現
場
の

日
常
の
な
か
に
、
医
療
が
変
わ
る

鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

　

外
科
医
で
あ
り
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ア
ト
ゥ
ー
ル
・
ガ
ワ
ン
デ

　
　
　
　

 

原
井
宏
明
訳《
外
科
医
の
ノ
ー
ト

》

 

近
代
の
哲
学
と
科
学
に
お
け
る

》

セ
イ
、
論
文
の
ほ
か
、
対
談
「
病

め
る
人
と
病
ま
ぬ
人
」（
外
口
玉

子
氏
と
。単
行
本
未
収
録
）付
。［
精

神
医
学
・
看
護
］【
七
月
下
旬
刊
】

（
四
六
変
280
頁
・
予
価
三
一
五
〇
円
）

《「
全
体
の
科
学
」の
た
め
に

》

碩
学
の
記
念
碑
的
哲
学
史
、完
結

《
ケ
ア
へ
の
ま
な
ざ
し

》

神
谷
美
恵
子

外
口
玉
子
解
説

　

ナ
チ
が
政
権
を
う
か
が
い
、
や

が
て
戦
火
迫
る
亡
命
の
日
々
に
、

ふ
た
り
の
思
想
家
が
交
わ
し
た
全

書
簡
一
二
一
通
。

　

互
い
の
著
作
が
育
ま
れ
た
過
程
。

ブ
レ
ヒ
ト
、
シ
ョ
ー
レ
ム
な
ど
共

通
の
友
人
に
つ
い
て
。
試
み
て
は

失
敗
に
終
る
出
版
や
移
住
計
画
…

　

思
考
に
と
っ
て
手
紙
の
も
つ
意

義
が
こ
れ
ほ
ど
明
瞭
な
書
簡
集
は

な
い
。
哲
学
的
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に

し
て
友
情
の
記
録
で
あ
る
。
森
田

團
西
南
学
院
大
学
教
授
の
解
説

付
。［
思
想
］（
四
六
変
型
判
・
各

巻
304
頁
・
予
価
各
三
九
九
〇
円
）

みすず書房
近刊のお知らせ

8 ｰ 9 月の刊行予定のなかから
いくつか選んでご紹介します

統合失調症の有為転変　中井久夫
ヴェニスの商人の異人論　西尾哲夫
ニュルンベルク裁判における通訳
　フランチェスカ・ガイバ　武田珂代子訳　　
煉獄の作法  吉本隆明論　宇野邦一
ニューメディアの言語
   レフ・マノヴィッチ　堀 潤之訳
スターゲイザー  
　ティモシー・フェリス　桃井緑美子訳
サードプレイス　
   レイ・オルデンバーグ　忠平美幸訳
ソヴィエト文明の基礎
　アンドレイ・シニャフスキー　沼野充義訳
万物は流転する　
　ワシーリー・グロスマン　齋藤紘一訳          

（ウェブサイトにもご案内   http://www.msz.co.jp)

辺境から眺める
アイヌが経験する近代

マティス
画家のノート

二見史郎訳    　　　     ￥6300

9社共同
リクエスト復刊

自分だけの部屋
［新装版］

書物復権

現代議会主義の
精神史的地位

［新装版］
シュミット 稲葉素之訳 ￥2940

Ｅ
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

須
田
・
宮
武
・
村
岡
訳

政治論集
［全 2 巻］ 

M. ヴェーバー　中村・山田・林・
嘉目・脇訳  ①￥5250 ②￥5670

モーリス = 鈴木   大川正彦訳  
　　　　　　　　　　  ￥3150

中井久夫

神谷美恵子

2013

Ｖ．ウルフ   川本静子訳  
　　　　　　　　　　  ￥2730

ホ
ル
ト
、
マ
イ
モ
ン
に
始
ま
り
、

フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー

ゲ
ル
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
、
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
、
フ
リ
ー
ス
ま
で
を

描
く
。［
哲
学
史
］【
七
月
上
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
560
頁
・
八
四
〇
〇
円
）

▼
『
認
識
問
題
』
全
巻
完
結

既
刊
四
冊   

１　
（
八
四
〇
〇
円
）

２
ー
１
（
五
七
七
五
円
） 

２
ー
２

（
六
三
〇
〇
円
）４（
七
一
四
〇
円
）

「
ひ
と
と
し
て
の
昭
和
天
皇
」な
ど
39
篇

論
考「
笑
い
の
生
物
学
を
試
み

る
」、「
安
克
昌
先
生
と
私
」な
ど

追
悼
三
篇
、
い
じ
め
に
つ
い
て
、

３
・
11
後
と
震
災
に
つ
い
て
、
臨

床
引
退
後
の
日
々
な
ど
多
様
な
文

章
39
篇
。『
日
時
計
の
影
』
以
来

久
々
に
お
く
る
、
第
８
エ
ッ
セ
イ

集
。［
エ
ッ
セ
イ
・
精
神
医
学
］　

（
四
六
判
・
336
頁
・
三
一
五
〇
円
）

▼
中
井
久
夫
エ
ッ
セ
イ
集
・
既
刊

『
記
憶
の
肖
像
』（
三
一
五
〇
円
）

『
家
族
の
深
淵
』（
三
一
五
〇
円
）

『
ア
リ
ア
ド
ネ
か
ら
の
糸
』（
三
一

五
〇
円
）『
時
の
し
ず
く
』（
二
九

北一輝著作集
［オンデマンド版・全 3 巻］ 

神島・野村・今井・松本・高橋・澤
地解説 ①②￥12600 ③￥18900

《
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
／
ア
ド
ル
ノ　
　

　

   

往
復
書
簡 1928 -1940  

上
・
下

》

野
村 

修
訳


